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	第　　号
	天龍村議会だより
	4/16
	（木）
	発行日：5月7日



	4/6
	（月）
	天龍村立小中学校
	どんぐり向方学園
	4/17
	（金）

	福祉施設中間報告会
	令和2年度に策定した計画から5年が経過し、施設の老朽化や人材不足、施設利用の低下などへの対応が課題となっていることから、計画改定に着手しました。 中間報告会では、社会福祉法人北アルプスの風・神谷理事長より「ケアリゾート計画」が提案されました。あわせて、信州大学寺内研究室の学生チームからは、「天龍ウェルケアの里」として、ケアと交流・まつりと農業・健康と挑戦の3つの拠点を中核とした複合型福祉ネットワーク計画が発表されました。今後は、令和8年度中の基本構想の構築を目指し、検討が進められます。

	4/22
	（水）
	区長会（正副議長参加）

	4/22
	県境域開発協議会総会『愛知・長野・静岡 県境を跨ぐ山村共住圏の創造』
	今年１年お世話になる各地区の区長さんが集まって、村から事業の説明などを聞いて共有したり、区長さんからのご意見を聞いたりしました。
	4/28

	天龍村誕生70周年記念事業実行委員会 (第一回)
	※議長のみ参加
	編集後記
	議会では、村の未来につながるさまざまなテーマについて調査・検討を重ねています。これからも、皆さまに分かりやすくお伝えしながら、より良い村づくりに向けた取組をお届けしてまいります。今後の議会広報にもぜひご注目ください。
	副編集長：熊谷よし江




